
研究成果情報 生産環境 １６ 水稲 土壌肥料

新技術・情報名 石灰系固結剤が水稲の生育、土 分類 ②

壊の理化学性に及ぼす影響

１．成果の内容

ｌ）技術、情報の内容及び特徴

泥炭土の軟弱土層を有する圃場において、石灰系固結剤により下層土

を固化する圃場整備工法の問題点と、同工法が水稲の生育や土壌の理化

学性に及ぼす影響を明らかにした。

（１）表土３０ｃｍを剥ぎ、厚さ５０ｃｍの下層土に石灰系固結剤（石膏２０％、セメ

ント４０％、ポゾラン剤４０％）ｌＯＯｋｇ／ｍ８を混合して固化後表土を戻す。

（２）石灰系固結剤の使用により、作土のｐＨや交換性カルシウムは高くな

るが、その程度は固化層までの深さが浅いほど大きくなる。

（３）処理水田内に固化層までの深さが浅いところと深いところ（８～９０ｃｍ

以上、平均４２ｃｍ）が混在し、浅いところの作土の石灰飽和度は１００％以

上の値を示す。

（４）石灰系固結剤により、処理水田の水稲の生育や収量水準の低下、アル

カリ障害などは認められない。

２)技術、情報の適用効果

泥炭土など軟弱土層を有する水田の圃場整備工法の資料となる。

３）適用範囲

泥炭土など軟弱な下層土を有し、重機械の導入が困難な水田地域

４）成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）石灰系固結剤による土壌の固化硬度は、土壌中の有機物含量によって

異なるので、事前に圃楊内における有機物含量の分布を調査する。

（２）作土層を十分に確保して下層土をできるだけ均一に固化させるため、

石灰系固結剤の混合割合と混合方法について十分に検討を要する。

（３）水稲後作小麦や大豆などの畑'作物には適用できない。
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２．具体的データ

表１跡地土壌の化学性（乾土当り）
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表２収穫時における水稲の生育及び収量（平成元年、３年）
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注）平成３年１０月３日に採土。

３．・その他特記事項

担当部科室名：生産環境研究所化学部土壌管理研究室

’研究担当者名：渡遷敏朗・兼子明・黒柳直彦・古賀正明

研究課題名：軟弱土層に対する石灰系固結剤の使用が作物生育に及ぼ

す影響

期間８平成元年～平成３年

予算区分：経常

既発表鎗文・資料名等：平成元年～３年度春夏作試験成績書

取りまとめ責任者名：渡遜敏朗
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注）①収穫は元年１０月１９日と３年１０月３日の２回、項目値は２回の平均値。

②施工は６３年９月に終了。‐


